
審査の目的

審査員は、システムが評価基準の要求
事項を満たしており、審査の適用範囲
内として詳述された活動をカバーして
いることを確認するために、システム
をレビューします。これは、スキーム
の要求事項に応じてオンサイトまたは
リモート（オフサイト）で実施されます。

審査員は、組織のシニアマネジメント
の代表者と面談し、以下が実施されて
いるかを判断します。

• 組織の状況の特定
• 利害関係者の特定
• ビジネスに影響を与える可能性のあ

るリスクと機会の分析
• 上記の結果、システムを運用する状

況およびマネジメントシステムの適
用範囲の決定

• システムが対処する必要のある該当
する法律、法令または規制上の要求
事項の特定

次に、審査員は、これらの面談の結果
収集された情報を用いてシステムの設
計をレビューし、クライアントがシス
テム内の潜在的なリスクおよび機会に
対処しているか、そして利害関係者の
ニーズに対応しているかを判断します。

また、審査員は LRQA と締結した契約
上の取り決めのレビューおよび確認も
行います。これには、ステージ 1 審査
の結果に応じて求められる変更が含ま
れます（審査の適用範囲、ステージ 2
審査期間およびその後の定期定期定期
審査の期間に関する変更など）。審査員
はまた、ステージ 2 審査で使用される
計画、ロジスティクス、サンプリング
なども決定します。

ステージ 1審査の完了

LRQA 事務所は、審査員または審査チー
ムの詳細、審査の日付および期間につ
いて事前にクライアントと確認し、審
査チームのリーダーは審査のタイミン
グとロジスティクスについてを最初の
連絡時にクライアントと確認します。
ステージ 1 審査は、リスクに基づい
て合理的な正当性がある場合およびス
キームの要求事項が許す場合には、審
査の全部または一部についてリモート
審査を用いて完了することが可能です。

審査はオープニングミーティングで始
まります。審査員は、マネジメントチー
ムに当社が審査を実施する方法および
審査の目的や適用範囲を説明し、クラ
イアントからは会社について紹介いた
だきます。審査員は、審査計画の詳細
についてクライアントと合意します。

その後、審査計画の一環として、審査
員は次のことを実施します。

• 審査規格に照らしたクライアントの
システムの設計と文書および提案さ
れた審査の適用範囲のレビュー

• ステージ 2 審査の詳細な計画の作成
• ポジティブな点と、ステージ 2 審査

の前に対応が必要な問題の両方を記
述した、焦点を絞った報告書の作成。 
報告書では、これらの問題のグレード
について、ステージ 2 審査終了時に
未解決の指摘事項として特定します。

審査員は次の項目もレビューする必要
があります。

• 適用可能な利害関係者の特定を含
め、組織の状況が確立されているか。

• マネジメントシステムの適用範囲が
決定されているか。

• マネジメントシステム方針の策定に
情報が活用されているか。

• マネジメントシステムに関連した主
な役割および責任。（特にトップマ
ネジメントの役割と責任）

審査プロセス：
ステージ 1

審査プロセス：ステージ 1 ｜ 1

概要
本 CLIENT INFORMATION 
NOTE（CIN）では、マネジメ
ントシステム審査および認証に
関する LRQA のステージ 1 審
査プロセスについて説明しま
す。他のプロセスについては、
このシリーズの他の CIN を参
照してください。
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• 拠点活動 – 審査員は、必要に応じて、
以下の目的で拠点を視察します。

• マネジメントシステムの対象プロセ
スおよび製品の確認

• 現在のコントロールおよびパフォー
マンスの識別

• ステージ 2 審査の準備ができている
拠点の確認

• 製品および法定要件 - 審査員は、会
社の資料に記載されている製品や
サービス・パフォーマンスまたは規
格準拠の申立を確認します。また、
クライアントの組織および満たすべ
き評価基準に関連する、適用される
法律、法令または規制上の要求事項
が、クライアントのマネジメントシ
ステムで対応されているかどうかも
確認します。

• 継続的改善 – 審査員はクライアン
トの目標をレビューし、組織の方針
綱領が反映されているかを評価しま
す。審査員は次のことも確認します。

• 目標が設定され、継続的改善を支援
されているか。

• 目的を達成するための適切な計画が
実施されているか。

• パフォーマンスの測定と報告書作成
が対処されているか。

• 運用上の取り決め – 審査員は、運用
プロセスを統制するためのプロセス
および手順の測定が確立されている
ことを確認します。

• 監視および測定 – 審査員は、内部監
査プログラムおよび報告書作成を含
め、パフォーマンスを測定するため
の適切な測定範囲および監視プロセ
スが実施されていることを確認しま
す。また審査員は、マネジメントシ
ステムのパフォーマンス（目標に対
する進捗状況を含む）もレビューし
ます。

審査員は、次のシステム・エレメント
が組み入れられているかを評価します。

• マネジメントシステムの文書化され
た情報

• 是正処置
• 内部監査 – 監査プログラムおよび報

告書のレビューを含む
• マネジメントレビュー・プロセス –

記録のレビューを含む

審査は、ステージ 1 の報告書の結果を
提示し、審査プロセスの次の段階につ
いて合意するための最終会議で終結し
ます。

ステージ 1 審査でレビューされた文書
は、将来の審査のベースラインとして
使用されます。ただし、内部の改善活
動の結果に応じて、システム文書は継
続してレビューする必要があります。
当社は審査の都度、ベースラインと最
新の問題の間にある変化を特定しなけ
ればなりません。

報告書作成

審査の終了時に、結果および特定され
たあらゆる所見を詳述した報告書を作
成します。
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